
（交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

事業期間

単位：千円 単位 目標値 実績値 達成率 今後の方針

Ｒ４ 16 19 118.8%

Ｒ５ 17 24 141.2%

Ｒ６ 18 16 88.9%

Ｒ３ 39 40 102.6%

Ｒ４ 49 49 100.0%

Ｒ５ 59 57 96.6%

Ｒ６ 54 59 109.3%

Ｒ７ 59 0.0%

Ｒ３ 0 0 100.0%

Ｒ４ 200 132 66.0%

Ｒ５ 250 286 114.4%

Ｒ６ 300 301 100.3%

Ｒ７ 350 0.0%

Ｒ３ 0 0 0.0%

Ｒ４ 1 0 0.0%

Ｒ５ 1 0 0.0%

Ｒ６ 2 0 0.0%

Ｒ７ 2 0.0%

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（デジタル実装タイプTYPE1）に係る事業実施結果報告

No

令和６年度
実績額

当該年度における重要業績評価指標（KPI）

指標

交付対象事業
の名称

●令和４年度から供用開始した「黎明館」は、地域の
交流拠点としてのみならず、加計高校の寮としても活
用している。また令和６年度中に開催した「あきおお
たの楽しい100人」では、加計高校の生徒が話し手と
なり、黎明館を会場として開催するなど、多数の地域
の方との交流がはかれた。

●寮生会等で寮生からの発想・提案を実現できる仕組
みをつくっており、国際理解や地域課題解決をテーマ
としたワークショップを地域住民とともに開催するな
ど、地域との交流を目的とした利活用を積極的に行っ
ていく。

●加計高校で展開しているローカルビジネス創出プロ
グラム と連携を図り、この拠点を活用して生徒の起業
マインドの醸成につながる取組を推進する。

指標③
加計高校卒業後の起
業・創業件数

件

指標②
拠点施設で開催する国
際理解、地域課題解決
研修参加者数

人

地方創生
に相当程
度効果が
あった

【広島県立加計高等学校への地域外からの入学者数】
　地域外（町外）から入学してきた生徒数は、令和６年度
は59名に達しており、在学している113名のうち、半数以
上は町外の生徒となる。

【拠点施設で開催する国際理解、地域課題解決研修参加者
数】
　加計高校の交換留学生などを通じて地域の人や、寮生の
国際交流を実施したり、地域方や町内事業者と連携して地
域活動に参加したりなどした。
　

【加計高校卒業後の起業・創業件数】
　卒業後の起業・創業は、加計高校が「起業家精神を身に
付け，新たなことに積極的に挑戦できる生徒」の育成を目
標としており、ローカルビジネス創出プログラムをこの拠
点を活用して、土日等の閉校日においても町内の関係機関
や地域住民と連携し実施することとしており、引き続きこ
の活動に取り組んでいく。

広島県立加計高等学校
への地域外からの入学

者数
人

2

安芸太田町
人材育成・
交流拠点整

備計画

令和３年度～
令和７年度 0

指標①

31,596令和４年度～
令和６年度

●引き続き地域コーディネーターとの連携を強化し、
加計高校の生徒主体の取組や国際交流、地域連携・貢
献など特色ある学びを深化・継続できるように取り組
む。また学校の魅力アップに向けて、学校での学習活
動、部活動、国際交流活動等の支援を行うほか、公営
塾、寮生活の支援を引き続き行っていく。
●探求の時間を活用し、地域の課題解決を通して、安
芸太田町の魅力を再認識するなど、町への愛着が持て
る活動を推進していく。

高校を核と
した新たな
人づくり・
人の流れづ
くりプロ
ジェクト

1 人

地方創生
に多少効
果があっ
た

【「高校を核とした関係人口」の数】
　令和６年の加計高校志願率は1.50倍に対し、令和７年度
は1.13倍と減少した。
　しかしながら地域みらい留学等を活用し、加計高校の魅
力を全国発信することで、町外からは16名が入学してい
る。
　うち、広島県内からの入学者数は令和６年度は４名に対
して令和７年度は14名、広島県外からは、令和６年度は
12名に対して、令和７年度も９名の広島県外からの生徒
が引き続き入学している。

「高校を核とした関係
人口」の数（＝地域み
らい留学生徒数+卒業
後も地元に関わった大
学生・社会人数+地域
外からの高校への応援

者数）

実績値を踏まえた事業の今後について当該年度における実績値

指標に対する事業実施結果

指標①

資料5
【事業実施結果】

地方創生に非常に効果的であった

地方創生に相当程度効果があった

地方創生に多少効果があった

地方創生に効果がなかった
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事業期間

単位：千円 単位 目標値 実績値 達成率 今後の方針

Ｒ５ 5 0 0.0%

Ｒ６ 10 8 80.0%

Ｒ７ 15 0.0%

Ｒ５ 1 1.6 160.0%

Ｒ６ 2 1.6 80.0%

Ｒ７ 3 0.0%

Ｒ５ 30 52 173.3%

Ｒ６ 60 67 111.7%

Ｒ７ 100 0.0%

Ｒ５ 65 85 130.8%

Ｒ６ 70 81 115.7%

Ｒ７ 75 0.0%

Ｒ５ 60 91 151.7%

Ｒ６ 70 81 115.7%

Ｒ７ 80 0.0%

実績値を踏まえた事業の今後について

指標 指標に対する事業実施結果

No
交付対象事業

の名称

令和６年度
実績額

当該年度における重要業績評価指標（KPI） 当該年度における実績値

教育DX推進
事業

令和５年度～
令和７年度

3 63,169

指標①

指標②

指標③

児童生徒日常所見デー
タ登録数

AIドリルの活用頻度
　　　週●回以上

授業（教材）研究の件
数

保護者への対応満足度
を計測

地方創生
に相当程
度効果が
あった

【児童生徒日常所見データ登録数】
　システム操作研修会を数回行い、都度所見データ登録の
意味や方法を周知したことにより、2023年度の実績値よ
り大幅に数値を上昇させることができた。

【AI型ドリルの活用頻度】
　定期的な利用状況の把握とその情報を校長会、教頭会へ
共有を行い、町PTA連合会を通じて保護者へAIドリルにつ
いて周知を行うことで、理解を求めることに努めた。宿題
としての利用のみでなく、AIドリルの授業中の活用や、校
内で一斉学習を行う時間を設け利活用を進めることができ
た学校があった。

【授業（教材）研究の件数】
　教員がより良い授業を行うための授業（教材）研究にか
ける時間や意欲が増加した。2025年度はさらに高い目標
を掲げている為、より多くの教員が授業研究を行えるよ
う、システムを活用した更なる業務改善に取り組むと共に
教育委員会指導主事から教員への授業研究の指導も重ねて
行う。

【児童・生徒の自己肯定感を計測】
　AIドリルの利活用が進んでいる学校においては、児童生
徒が個別に提示される問題に取り組み個別の進度学習を進
めることができていることも目標達成に寄与しているもの
と考える。

【保護者への対応満足度を計測】
　町PTA連合会を通じて保護者へ向け、本事業の取組み内
容や保護者へのアンケート結果について通知を行い、保護
者への理解を求めることができた。

●校務支援システムについては、学校間や校内におい
ても教員間でシステム操作の習得や意識に差が生まれ
ており、全体での取組みに繋がっていないことがあ
る。引き続き教員のシステム操作の習得のため、操作
研修会やICT支援員による個別のサポートを行い教員
の基礎的な技術力を上げると共に、校長会、教頭会を
通してデータ活用による児童生徒の個別最適な学びに
ついて意識合わせを行い全体での取組みに繋げてい
く。
　また、システムを活用した更なる業務改善に取り組
み、教員が児童生徒に向き合う時間を増やし、児童生
徒の学習や日々のデータを蓄積し、活用することで児
童生徒の状況の把握に努め、児童生徒の学校生活を充
実させる。

●システムの導入により、積上げてきた児童生徒の各
データを振り返ることで各児童生徒個々の状況を把握
することができるため、情報を活用しながら児童生徒
の学びへ繋げていけるよう、データの活用方法につい
てをICT研修会のトピックとして設定することを企画
している。

指標④
児童・生徒の自己肯定
感を計測

％/1
人あた
り平均
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